
異
文
化
間
理
解
教
育
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

岡

憲
　
　
司

は
じ
め
に

　
コ
一
の
2
、
異
文
化
問
理
解
教
育
の
必
要
性
」
で
述
べ
る
よ
う
な
理
由

に
よ
っ
て
、
現
在
、
異
文
化
間
理
解
教
育
の
重
要
性
が
益
々
強
調
さ
れ
つ

っ
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
文
化
」
は
様
々
な
様
相
、
側
面
を
持
っ

広
範
な
概
念
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
国
の
写
真
や
ス
ラ
イ
ド
を
学
習
者
に

見
せ
る
こ
と
自
体
、
あ
る
い
は
外
国
の
衣
類
（
主
と
し
て
民
族
衣
装
）
を

収
集
し
て
学
習
者
に
着
さ
せ
て
み
る
こ
と
自
体
、
学
習
者
に
多
く
の
興
味

を
引
き
起
こ
す
異
文
化
問
理
解
教
育
の
一
種
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
私
は
こ
こ
で
は
、
文
化
の
う
ち
で
も
最
も
伝
達
さ
れ
に
く
い

と
考
え
ら
れ
る
制
度
的
文
化
の
伝
達
（
相
互
理
解
）
を
中
心
と
し
て
、
そ

の
必
要
性
と
可
能
性
と
に
っ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
現
在
の
よ
う
に
国
際
化
が
進
み
、
国
際
的
相
互
依
存
の
関
係
が
深
く
な

っ
た
社
会
で
は
、
人
類
の
生
存
の
た
め
に
異
文
化
間
の
相
互
理
解
は
不
可

決
で
あ
り
、
異
文
化
間
理
解
教
育
を
倫
理
学
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
こ
と

は
、
極
め
て
有
意
義
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
異
文
化
間
理
解
教
育
の
必
要
性

　
異
文
化
間
理
解
教
育
は
、
ユ
ネ
ス
コ
を
中
心
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る

国
際
理
解
教
育
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
現

在
ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
異
文
化
問
理
解
教
育
」
と
「
問
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
こ
の
教
育
の
目
標
は
、
異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
異
文
化
を
担
う
人
達
に
、
自
分
た
ち
の
文
化
（
以
下
、
便
宜
的

に
「
自
国
文
化
」
と
呼
ん
で
お
く
）
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
も
、
も
う
一
っ

の
重
要
な
目
標
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
目
標
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
当

然
、
自
国
文
化
の
周
到
な
理
解
と
、
そ
れ
を
表
現
し
伝
達
し
よ
う
と
す
る
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意
欲
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
き
目
標
を
も
つ
異
文
化
間
理
解
教
育
が

必
要
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
見
解
を
中
心
と
し
て
調
べ

て
み
た
い
。

　
　
1
1
国
際
理
解
教
育
の
必
要
性

　
異
文
化
間
理
解
教
育
は
、
開
発
教
育
、
海
外
子
女
教
育
、
海
外
帰
国
子

女
教
育
、
平
和
教
育
な
ど
と
共
に
、
国
際
理
解
教
育
を
構
成
す
る
柱
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
、
国
際
理
解
教
育
そ
の
も

の
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い

る
か
、
い
か
な
る
課
題
の
解
決
を
期
待
し
て
い
る
の
か
を
要
約
し
て
み
よ

う
。　
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
憲
章
）
の
前
文
を
検

討
す
る
と
、
ユ
ネ
ス
コ
は
、
戦
争
の
原
因
を
主
と
し
て
、
国
家
間
、
民
族

間
、
文
化
問
の
相
互
無
知
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
政
府
の
政

治
的
及
び
経
済
的
取
極
」
の
不
備
に
よ
っ
て
戦
争
が
起
こ
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。
た
と
え
整
備
さ
れ
た
合
理
的
な
取
極
が
結
ば
れ
よ
う
と
も
、
「
人

類
の
知
的
及
び
精
神
的
連
滞
」
（
亭
①
臣
↓
邑
8
↓
冨
3
邑
昌
O
量
－
竃
冒
艮
ξ

o
『
昌
彗
昏
ρ
）
が
欠
け
て
い
た
な
ら
ば
、
本
当
に
安
心
で
き
る
、
永
続

す
る
平
和
は
築
か
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
ユ
ネ
ス
コ
の
見
解
で
あ
る
。

　
現
在
、
国
際
連
合
は
、
現
に
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
、

安
全
保
障
理
事
会
や
国
際
司
法
裁
判
所
を
機
能
さ
せ
て
お
り
、
一
方
、
将

来
の
紛
争
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
経
済
社
会
理
事
会
を
機
能
さ
せ

て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
後
者
の
経
済
社
会
理
事
会
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
専
門
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
立
場
と
し
て
は
、
現
に
起

こ
っ
て
い
る
紛
争
を
い
か
に
早
く
停
止
さ
せ
る
か
と
い
う
現
実
的
な
問
題

意
識
か
ら
は
、
一
応
自
由
で
あ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
そ
の
問
題
意
識
を

正
面
か
ら
引
き
受
け
て
い
る
機
関
が
他
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
、
現
実
的
問
題
意
識
か
ら
の
い
い
意
味
で
の
自
由
が
、
「
国
連
の
良

心
」
と
し
て
、
「
教
育
と
科
学
と
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
人

類
の
価
値
創
造
の
諸
活
動
を
通
じ
て
、
国
際
理
解
と
国
際
協
力
と
の
推

〔
1
〕
進
」
を
図
る
と
い
う
、
長
期
的
な
視
野
と
展
望
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
の
締
め
く
く
り
に
、
「
そ
の
国
民
（
筆
者
注
H
ユ

ネ
ス
コ
加
盟
国
の
国
民
の
こ
と
）
の
問
に
お
け
る
伝
達
の
方
法
を
発
展
さ

せ
及
び
増
加
さ
せ
る
こ
と
並
び
に
相
互
に
理
解
し
及
び
相
互
の
生
活
を
一

層
真
実
に
一
層
完
全
に
知
る
た
め
に
こ
の
伝
達
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に

（
こ
の
憲
章
の
当
時
国
が
H
筆
者
補
足
）
一
致
し
及
び
決
意
し
て
い
る
」

と
い
う
、
実
現
に
比
較
的
時
間
の
か
か
り
そ
う
な
宣
言
が
な
さ
れ
て
い

る
の
も
、
右
の
理
由
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
し
か
っ
推
進
し
て
い
る

国
際
理
解
教
育
の
最
終
目
標
が
、
将
来
起
こ
り
う
る
戦
争
の
防
止
、
本
当

に
安
心
で
き
る
、
永
続
す
る
平
和
の
実
現
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
下
位
目
標
と
し
て
は
、
「
人
類
の
知
的
及
び
精
神

的
連
帯
」
の
形
成
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
が
採
択
さ
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
一
九

四
五
年
一
一
月
一
六
日
で
あ
っ
た
が
、
以
来
三
十
数
年
の
間
に
世
界
の
諸

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
国
際
理
解
教
育
の
最
終
目
標
が
世
界
平
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和
の
実
現
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
く
、
常
に
そ
の
方
向
か
ら
国
際
理
解

教
育
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
恒
久
世
界
平
和
の
実
現
と
い
う
理

念
レ
ベ
ル
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
現
実
的
・
生
活
的
な
レ
ベ
ル
か

ら
も
、
国
際
理
解
教
育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
交
通
と
通
信
技
術
の
目
覚
ま
し
い
発
達
に
よ
っ
て
世
界
が
急
速
に
縮
ま

り
、
諸
国
民
問
の
接
触
と
相
互
依
存
関
係
が
、
日
々
そ
の
度
合
い
を
高
め

っ
っ
あ
る
今
日
の
客
観
的
な
情
勢
が
、
現
代
人
に
諸
国
民
相
互
の
理
解
と

協
カ
を
要
請
し
て
く
る
。

　
例
え
ば
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
海
外
駐
在
員
の
子
女
の
教
育
（
海
外

子
女
教
育
）
及
び
そ
れ
ら
の
子
女
の
帰
国
後
の
教
育
（
海
外
帰
国
子
女
教

育
）
の
問
題
は
、
教
育
熱
心
な
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
生
活
的
で
、

極
め
て
切
実
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
際
連
合
や
ユ
ニ
セ
フ
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
開
発
教
育

（
開
発
途
上
の
国
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
南
北
格
差
解
消
の
た
め
の

行
動
を
働
き
か
け
る
、
と
い
う
積
極
的
な
教
育
活
動
）
も
、
現
在
四
億
二

　
　
　
　
　
（
2
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ヨ
）

千
万
人
が
飢
え
、
毎
年
一
千
万
人
が
水
を
原
因
と
す
る
病
気
で
死
亡
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
4
〕

ビ
タ
ミ
ン
A
の
不
足
で
一
年
間
に
二
十
五
万
人
の
子
供
が
失
明
し
て
い
る

等
々
の
、
開
発
途
上
国
の
悲
惨
な
現
実
に
、
必
死
に
対
処
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
開
発
教
育
は
、
ユ
ネ
ス
コ
指
導
下
の
国
際
理

解
教
育
が
全
般
的
に
言
っ
て
比
較
的
長
期
的
展
望
を
持
つ
の
に
対
し
て
、

極
め
て
緊
急
を
要
す
る
性
格
を
持
っ
の
で
、
ユ
ネ
ス
コ
で
よ
り
は
む
し
ろ

ユ
ニ
セ
フ
で
積
極
的
に
強
調
さ
れ
、
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ユ
ニ
セ
フ
が
「
国
際
連
合
国
際
児
童
緊
急
基
金
」
　
（
d
邑
↓
＆
冨
ざ
；

巨
誌
昌
き
旨
昌
o
巨
序
g
．
ω
寒
～
黒
s
q
『
昌
ρ
）
と
し
て
成
立
し
た
こ

と
を
想
起
す
れ
ば
、
理
解
し
や
す
い
。

　
一
九
五
三
年
一
〇
月
の
国
連
総
会
が
、
名
称
を
「
国
際
連
合
児
童
基
金
」

（
d
邑
↓
＆
§
ま
畠
9
旨
H
①
箏
一
吻
ヨ
邑
）
と
改
め
、
長
期
的
展
望
と
計
画

と
を
伴
な
っ
た
活
動
を
重
視
し
始
め
て
か
ら
も
、
こ
の
機
関
の
仕
事
が
常

に
現
実
か
ら
急
が
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、

途
上
国
に
物
資
の
援
助
を
し
て
当
面
の
急
場
さ
え
淺
が
せ
ら
れ
れ
ば
よ
い

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
南
北
格

差
の
原
因
と
そ
の
解
消
策
と
を
研
究
と
教
育
を
通
し
て
普
及
さ
せ
て
い
こ

う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
指
導
下
の
国
際
理

解
教
育
へ
の
か
な
り
の
接
近
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
、
海
外
子
女
教
育
、
海
外
帰
国
子
女
教
育
、
開
発
教
育

は
、
ど
れ
も
皆
、
具
体
的
現
実
が
現
代
人
に
要
求
し
て
成
立
し
た
も
の
で

あ
り
、
三
っ
と
も
国
際
理
解
教
育
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

一
九
四
五
年
に
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
が
採
択
さ
れ
た
時
に
は
顕
在
化
し
て
い
な

か
っ
た
様
々
な
事
柄
が
、
三
十
数
年
の
歴
史
を
通
し
て
、
国
際
理
解
教
育

の
内
容
を
多
様
に
し
た
と
い
え
る
。

　
以
上
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
成
立
当
初
の
国
際
理
解
教
育
　
（
塞
■
s

↓
μ
昌
3
H
巨
ぎ
；
茎
昌
巴
O
目
思
邑
曽
昌
晶
H
こ
の
名
称
は
一
九
四
七
年

に
ユ
ネ
ス
コ
が
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
）
は
、
「
人
類
の
知
的
及
び
精
神

的
連
帯
」
の
形
成
を
通
し
て
世
界
の
安
定
し
た
平
和
を
築
く
た
め
に
必
要

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
以
後
三
十
数
年
間
に
、
国
際
的
相
互
依
存
性
の

高
ま
り
を
は
じ
め
と
す
る
諸
情
勢
の
変
化
が
生
じ
、
海
外
子
女
及
び
海
外

帰
国
子
女
の
教
育
や
、
南
北
格
差
の
解
消
な
ど
の
た
め
に
も
国
際
理
解
教

育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
他
に
も
、
地
球
的
規
模
で
の
対
応
が
必
要
な
環
境
問
題
や
、
貿
易

（
摩
擦
）
問
題
な
ど
も
、
国
際
的
合
意
の
形
成
を
宿
命
づ
け
ら
れ
た
問
題

で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け
る
国
際
理
解
教

育
に
期
待
す
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
国

際
理
解
教
育
の
柱
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
深
入
り
し
な
い

こ
と
に
す
る
。

　
　
2
1
異
文
化
間
理
解
教
育
の
必
要
性

　
こ
れ
ま
で
、
国
際
理
解
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
が
、
次

に
異
文
化
間
理
解
教
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
た

め
に
は
、
国
際
理
解
教
育
全
体
の
中
で
、
異
文
化
間
理
解
教
育
が
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
結
論
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
異
文
化
問
理
解
教
育
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る

国
際
理
解
教
育
が
出
発
し
た
時
か
ら
、
国
際
理
解
教
育
の
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

　
「
相
互
の
風
習
と
生
活
を
知
ら
な
い
こ
と
は
、
人
類
の
歴
史
を
通
じ
て

世
界
の
諸
人
民
の
問
に
疑
惑
と
不
信
を
お
こ
し
た
共
通
の
原
因
で
あ
り
、

こ
の
疑
惑
と
不
信
の
た
め
に
、
諸
人
民
の
不
一
致
が
あ
ま
り
に
も
し
ば
し

ば
戦
争
と
な
っ
た
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
「
異
文
化
問
理
解
」
と
い
う
語
は
出
て
こ
な
い
が
、
　
「
相

互
の
風
習
と
生
活
を
知
ら
な
い
こ
と
」
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
文
化
間
の

相
互
無
知
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
疑
惑
と
不
信
」
の
原
因
に
な
り
、

戦
争
の
重
大
な
契
機
に
な
っ
た
と
認
識
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら

異
文
化
間
理
解
尊
重
の
思
想
が
展
開
す
る
こ
と
は
、
自
明
で
あ
る
。
先
に

引
用
し
た
、
前
文
の
締
め
く
く
り
か
ら
も
、
異
文
化
間
理
解
尊
重
の
精
神

は
充
分
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
（
特
に
前
文
と
第
一
条
「
目
的
及
び
任

務
」
）
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
異
文
化
問
理
解
を
尊
重
す
る
精
神
が

み
な
ぎ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
一
九
五
三
年
か
ら

始
ま
っ
た
ユ
ネ
ス
コ
共
同
実
験
活
動
（
の
ち
の
協
同
学
校
計
画
）
に
お
い

て
も
、
実
験
題
目
は
、
ω
「
人
権
の
研
究
」
、
②
「
他
国
の
研
究
」
、
③

「
国
連
の
研
究
」
の
い
わ
ゆ
る
三
本
柱
を
基
本
と
し
て
お
り
、
「
異
文
化

間
理
解
」
と
い
う
用
語
は
直
接
的
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
②
の
「
他
国

の
研
究
」
の
中
に
、
他
国
文
化
の
研
究
と
し
て
、
含
ま
せ
て
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　
「
異
文
化
間
理
解
」
の
必
要
性
が
、
特
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
き
た

の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
地
域
社
会
の
多
民
族
化
が
大
き
な
社
会
的
・
教
育
的
問
題
と
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
例
え
ぱ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
“
西
ド
ィ
ツ
な
ど
の
経
済
先
進
国
へ
は
、
E
C

　
　
体
制
の
も
と
で
、
ト
ル
コ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ギ
り
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ

　
　
イ
ソ
な
ど
か
ら
多
く
の
労
働
者
が
流
入
し
て
い
る
し
、
こ
と
に
イ
ギ
リ
ス
ヘ
は
、

　
　
英
連
邦
の
関
係
で
、
イ
ノ
ド
、
パ
キ
ス
タ
ソ
、
セ
イ
□
ソ
、
バ
ソ
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
膏
〕

　
　
ケ
ニ
ア
、
西
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
黄
色
・
黒
色
人
種
の
労
働
者
が
移
住
し
て
い
る
ユ

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
国
内
で
の
文
化
摩
擦
が
生
じ
、
異
文
化
問
理
解
教

育
が
「
他
国
の
研
究
」
の
中
に
は
収
ま
り
き
ら
な
く
な
っ
た
。
　
－
巨
①
H
量

ま
富
－
o
邑
竃
↓
彗
亀
晶
よ
り
も
旨
尋
ε
ぎ
邑
d
邑
⑦
富
｛
竃
亀
品
の
方

が
、
よ
り
日
常
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
現
実
的
な
課
題
と
し
て
見
い
出
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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更
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
O
E
C
D
も
開
発
途
上
国
の
開
発
計

画
に
お
け
る
旨
試
8
邑
言
邑
d
邑
婁
ぎ
目
9
お
、
の
重
要
性
を
強
調
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
が
一
九
八
二
年
に
編
集
し
た
『
国
際
理
解

教
育
の
手
引
き
』
に
よ
れ
ば
、
国
際
理
解
教
育
の
中
心
目
標
は
、
人
権
教

育
を
基
盤
と
し
て
、
「
他
国
・
他
民
族
・
他
文
化
に
対
す
る
理
解
の
増
進

と
、
国
際
的
相
互
依
存
関
係
の
認
識
に
基
づ
く
世
界
連
帯
意
識
の
養
成
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
〕

す
な
わ
ち
『
国
際
理
解
と
国
際
協
カ
』
の
態
度
の
育
成
に
あ
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
国
際
理
解
の
中
で
も
、
特
に
「
文
化
（
生
活
・
風
習

を
含
め
て
の
広
義
の
文
化
）
的
相
互
理
解
」
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
　
「
国

際
理
解
教
育
と
は
文
化
間
の
相
互
理
解
冒
雪
O
昌
言
邑
O
邑
婁
↓
彗
昌
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
？
一

（
異
な
っ
た
文
化
と
文
化
と
の
間
の
相
互
理
解
）
だ
と
い
え
る
」
と
ま
で

明
言
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
上
、
同
じ
『
国
際
理
解
教
育
の
手
引
き
』
に
よ
れ
ぱ
、

最
近
の
国
際
理
解
教
育
の
重
点
は
、
特
に
異
文
化
間
理
解
に
お
か
れ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、
同
書
は
、
最
近
の
国
際
理
解

教
育
関
係
の
い
く
っ
か
の
セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
の
動
向
を
挙
げ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
一
九
七
四
年
八
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ジ
ァ
・
太
平
洋
地
域
文
化
相
互
理
解
教
育
セ

ミ
ナ
ー
」
で
は
、
「
文
化
間
の
相
互
理
解
」
と
い
う
こ
と
が
主
題
で
あ
っ

た
し
、
「
国
際
教
育
」
で
は
な
く
、
　
「
文
化
問
教
育
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
主
権
国
家
間
の
関
係
と
し
て
の
国
際
理
解
よ
り
も
、
諸
文

化
同
士
の
相
互
理
解
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
年
六
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
日
米
文
化
教
育
会
議

で
も
、
一
九
七
八
年
か
ら
、
環
太
平
洋
の
O
E
C
D
五
ケ
国
（
日
本
・
カ

ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
）

の
間
で
始
め
ら
れ
た
国
際
理
解
教
育
推
進
の
た
め
の
研
究
で
も
、
異
文
化

問
理
解
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　
国
際
理
解
教
育
の
重
点
が
異
文
化
間
理
解
教
育
に
置
か
れ
る
こ
と
は
、

ユ
ネ
ス
コ
憲
章
を
検
討
し
た
立
場
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
と

言
え
る
。
最
近
、
改
め
て
、
異
文
化
間
理
解
教
育
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が

当
て
ら
れ
て
き
た
理
由
は
、
第
一
に
多
民
族
社
会
の
新
た
な
誕
生
、
第
二

に
開
発
教
育
、
海
外
子
女
教
育
、
海
外
帰
国
子
女
教
育
な
ど
の
登
場
に
よ

っ
て
多
様
化
し
た
国
際
理
解
教
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
中
心
的
目
的
と

任
務
と
を
再
確
認
す
る
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
国
際
理
解
教
育
全
体
の
中
に
お
け
る
異
文
化
間
理
解
教
育
の
位
置

は
、
低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
国
際
理
解
教
育
の
要
と
し
て
今
後
も

重
視
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

三
、
異
文
化
間
理
解
の
可
能
性

　
異
文
化
問
理
解
教
育
が
必
要
と
さ
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
既
に
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
異
文
化
問
理
解
を
可
能
と
す
る
基

盤
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
現
が
困
難
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
実
現
不
可

能
」
と
諦
め
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
一
応
区
別
し
て
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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私
は
こ
こ
で
、
異
文
化
問
理
解
を
可
能
と
す
る
基
盤
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
こ
れ
は
、
異
文
化
間
理
解
教
育
を
い
か
に
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く

か
と
い
う
課
題
意
識
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
課
題
意
識
は
、

既
に
、
異
文
化
間
理
解
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
（
そ
し
て
、
こ
の
前
提
に
基
づ
く
研
究
や
教
育
実
践
も
、
そ

れ
自
体
、
現
実
的
で
極
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
）
し
か
し
、
現
在
の
私
に
は
、
あ
る
特
定
の
基
盤
を
ふ
ま
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

限
り
は
、
望
ま
し
い
異
文
化
間
理
解
は
成
立
し
な
い
（
成
立
不
可
能
）
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ユ
ネ
ス
コ
や
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内

委
員
会
か
ら
の
出
版
物
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
そ

の
「
基
盤
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
1
・
各
文
化
は
等
価
値
か

　
国
際
理
解
教
育
や
異
文
化
間
理
解
教
育
の
実
践
の
場
に
お
い
て
、
各
文

化
の
等
価
値
性
が
前
提
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
世
界
中
の
文
化
は
ど

れ
も
等
価
値
で
あ
る
」
と
い
う
言
説
は
、
「
異
文
化
に
も
寛
容
に
接
触
す

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
準
備
す
る
点
に
お
い
て
、
確
か
に
意
義
深

い
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
意
義
深
い
言
説

を
、
あ
え
て
批
判
し
て
み
る
必
要
な
ど
無
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

　
し
か
し
、
私
は
、
次
の
二
っ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
あ
え
て
批
判
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
先
ず
第
一
の
理
由
は
、
文
化
と
文
化
の
価
値
を
比
較
す
る
た
め
の
尺
度
、

言
い
換
え
れ
ば
、
通
文
化
的
価
値
判
断
の
基
準
が
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
判
断
な
い
し
評
価
－
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る

も
の
が
善
・
悪
、
真
・
偽
、
美
・
醜
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
判
断
や
評
価

－
は
、
全
て
基
準
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
二
っ
以
上
の
文

化
の
「
価
値
が
等
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
論
理
的
に
結
論
さ
れ
る
た
め
に

は
、
判
断
や
評
価
に
先
立
っ
て
、
通
文
化
的
価
値
判
断
の
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
未
だ
そ
の
よ
う
な

基
準
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
の
文
化
に
由
来
す
る
基
準
、
こ
の
文
化

に
由
来
す
る
基
準
と
い
っ
た
、
個
別
的
・
個
性
的
基
準
が
並
存
す
る
ば
か

り
で
あ
る
。

　
故
に
、
「
世
界
中
の
文
化
は
ど
れ
も
等
価
値
で
あ
る
」
と
い
う
言
説
は
、

決
し
て
論
理
的
な
命
題
と
は
呼
べ
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
、

こ
の
言
説
が
、
異
文
化
間
理
解
教
育
に
と
っ
て
好
ま
し
い
主
張
や
態
度
を

準
傭
す
る
と
し
て
も
、
論
理
的
命
題
で
は
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

異
文
化
間
理
解
教
育
促
進
の
た
め
に
使
わ
れ
る
時
の
こ
の
言
説
は
、
一
種

の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
は
、
こ
の
言
説
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
も
あ
る
種
の
危
険
性

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
危
険
性
で
あ

る
。　
例
え
ば
、
芸
術
の
創
作
家
の
、
美
へ
の
指
向
性
を
考
え
て
み
よ
う
。
彼

が
、
単
に
口
を
糊
す
る
た
め
に
創
作
を
続
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
彼
自

　
　
　
　
　
　
セ
ン
ス

身
の
「
美
へ
の
感
覚
」
や
「
美
へ
の
指
向
性
」
の
満
足
を
求
め
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
よ
う
な
、
根
っ
か
ら
の
芸
術
家
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
キ
」

彼
に
と
っ
て
、
三
年
前
の
作
品
と
一
月
前
の
作
品
と
が
「
等
価
値
」
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
厳
し
く
美
を
追
求
し
て
い
る
彼
に
と
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っ
て
は
、
そ
れ
ら
二
っ
の
作
品
は
、
等
価
値
で
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
二
つ
の
作
品
が
等
価
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

即
ち
、
三
年
間
全
く
芸
術
創
作
家
と
し
て
の
進
歩
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

味
す
る
か
ら
。
彼
に
は
、
二
つ
の
作
晶
の
価
値
は
異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
右
の
例
か
ら
分
る
よ
う
に
、
人
間
の
向
上
心
と
い
う
も
の
は
、
あ
る
意

味
で
自
分
の
現
状
を
否
定
し
、
よ
り
価
値
の
高
い
も
の
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
時
に
成
立
す
る
と
言
え
る
。

　
現
在
製
作
し
て
い
る
作
品
と
、
十
年
後
に
製
作
す
る
作
晶
と
の
間
に
、

価
値
の
差
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
じ
な
い
で
い
ら
れ
る
創
作
家
は
、

最
早
向
上
心
を
喪
失
し
て
い
る
。
自
ら
の
作
品
が
美
的
価
値
に
肉
迫
す
る

こ
と
を
希
求
す
る
創
作
家
は
、
二
っ
の
作
品
の
間
に
価
値
の
差
を
作
ろ
う

と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
再
び
本
論
に
戻
ろ
う
。
現
在
世
界
中
に
存
在
す
る
数
多
く
の
文
化
の
中

に
は
、
二
千
年
前
の
日
本
の
文
化
と
数
多
く
の
相
似
性
を
も
っ
も
の
、
百

年
前
の
そ
れ
と
似
た
も
の
、
二
〇
年
前
の
そ
れ
と
似
た
も
の
な
ど
、
様
々

な
文
化
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
（
こ
こ
で
；
日
断
っ
て
お
く
と
、
そ
れ
ら
三

つ
の
文
化
を
日
本
文
化
の
発
展
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
最
終
的
に
現
在

の
日
本
文
化
に
似
た
も
の
に
な
る
と
か
、
現
在
の
旦
本
文
化
を
目
標
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
言
う
こ
と
は
、
私
の
本
意
で
は
な
い
。
右
の
発

想
は
文
化
人
類
学
で
は
、
「
文
化
の
単
系
進
化
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

「
文
化
的
相
対
主
義
」
の
登
場
に
よ
り
、
既
に
主
流
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
そ

も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
日
本
文
化
と
現
代
の
他
所
の
文
化
と
が
全
く
同
じ

で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
が
、
文
化
の
型
の
相
似
な
ら
ば
、
指
摘
は
可

能
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
「
世
界
中
の
文
化
は
ど
れ
も
等
価
値
で
あ
る
」
と

言
う
時
、
日
本
文
化
は
文
字
を
持
っ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
欧
米
文
化

か
ら
多
く
の
も
の
を
学
び
始
め
て
か
ら
も
、
戦
後
の
民
主
主
義
の
洗
礼
と

経
済
的
成
長
を
迎
え
て
か
ら
も
、
日
本
文
化
は
一
切
進
歩
し
な
か
っ
た

ー
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
色
濃
く
残
し
て
し
ま
う
。

　
人
間
の
向
上
心
は
、
過
去
か
ら
現
在
へ
の
、
ま
た
、
現
在
か
ら
未
来
へ

の
、
な
に
が
し
か
の
価
値
の
向
上
の
確
信
を
基
盤
と
す
る
、
と
い
う
先
の

考
察
に
従
え
ば
、
あ
る
日
本
人
が
日
本
文
化
の
歴
史
上
の
進
歩
を
認
め
ず
、

将
来
の
進
歩
も
信
じ
な
い
と
い
う
立
場
に
立
つ
限
り
、
そ
の
人
は
日
本
文

化
の
向
上
に
は
何
ら
貢
献
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
え
る
。

　
二
番
目
の
理
由
を
要
約
す
る
と
、
「
世
界
中
の
文
化
は
ど
れ
も
等
価
値

で
あ
る
」
と
い
う
言
説
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
文
化
、
将
来
現
わ
れ
る
文

化
す
べ
て
の
等
価
値
性
を
支
持
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、

（
芸
術
創
作
、
科
学
的
発
明
・
発
見
な
ど
の
）
文
化
的
活
動
に
お
け
る
向

上
心
が
無
益
で
不
合
理
な
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
一
の
理
由
で
、
こ
の
言
説
は
論
理
的
命
題
で
は
な
く
、
（
異
文
化
へ

の
寛
容
を
準
備
す
る
）
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
第
二
の
理
由

で
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
的
向
上
心
（
知
的
探
求

心
、
芸
術
的
向
上
心
な
ど
）
を
否
定
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
含
む
こ
と
を

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
世
界
中
の
文
化
は
ど
れ
も
等
価
値
で
あ
る
」
と
い
う
言
説
は
、
論
理

的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
異
文
化
へ
の
寛
■
容
の
態
度
を
育
成

91



す
る
た
め
に
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
レ
ト
リ
ッ
ク
な
の

　
　
　
　
　
ひ
と
た
ぴ

で
あ
る
が
、
一
度
こ
れ
を
論
理
的
命
題
と
錯
覚
す
る
時
に
、
第
二
の
理
由

で
示
し
た
危
険
性
が
生
ず
る
。

　
以
上
の
理
由
で
、
私
は
、
「
世
界
中
の
文
化
は
す
べ
て
等
価
値
で
あ
る
」

と
い
う
言
説
は
、
極
カ
使
わ
な
い
の
が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。
た
と
え
、

使
う
に
し
て
も
、
論
理
的
命
題
と
錯
覚
す
る
こ
と
に
伴
な
う
危
険
性
を
熟

知
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
2
．
　
ユ
ネ
ス
コ
の
立
場

　
一
九
四
六
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
ユ
ネ
ス
コ
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
は
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
印

刷
物
を
出
版
し
て
き
た
。
私
が
こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
う

ち
、
比
較
的
新
し
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
内

で
は
、
「
各
文
化
の
等
価
値
性
」
を
論
理
的
命
題
と
し
て
承
認
す
る
こ
と

を
、
国
際
理
解
教
育
及
び
異
文
化
間
理
解
教
育
の
基
盤
と
す
る
見
解
は
見

い
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
節
で
検
討
し
た
二
つ
の
理
由
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
は
国
際
理
解
教
育
及
び
異
文
化
問
理
解
教
育
の

基
盤
と
し
て
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
再
び
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
を
検
討
し
て
み
る
と
、
「
相
互
の
風

習
と
生
活
を
知
ら
な
い
こ
と
」
（
す
な
わ
ち
文
化
的
相
互
無
知
）
が
「
諸

人
民
の
問
に
疑
惑
と
不
信
を
お
こ
し
」
、
そ
の
結
果
「
あ
ま
り
に
も
し
ば

し
ば
戦
争
と
な
っ
た
」
と
い
う
戦
争
原
因
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
も
う

一
つ
の
原
因
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
に
終
り
を
告
げ
た
恐
る
べ
き
大
戦
争
は
、
人
間
の
尊
厳
・
平
等

相
互
の
尊
重
と
い
う
民
主
主
義
の
原
理
を
否
認
し
、
こ
れ
ら
の
原
理
の
代

り
に
、
無
知
と
偏
見
を
通
じ
て
人
問
と
人
種
の
不
平
等
と
い
う
教
義
を
ひ

ろ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
さ
れ
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
」

　
つ
ま
り
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
の
稀
薄
が
戦
争
を
可
能
に
し
た
土

壌
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
異
文
化
へ
の
無
知
も
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
の
充
満
す
る
所
で
は
、

戦
争
に
ま
で
は
発
展
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
違
和
感
や
奇
異
感
は
感
じ
る

と
し
て
も
、
・
そ
の
異
文
化
を
担
っ
て
い
る
人
達
の
人
権
を
尊
重
し
、
彼
ら

が
大
切
に
す
る
文
化
を
躁
躍
す
る
こ
と
は
と
り
も
直
さ
ず
彼
ら
の
人
権
や

人
格
を
躁
鰯
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
間
な
ら
ば
、
違

和
感
や
奇
異
感
を
理
由
と
し
て
敵
対
的
行
動
に
出
る
こ
と
は
し
な
い
。
従

っ
て
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
の
欠
除
も
ま
た
、
文
化
的
相
互
無
知
と

並
ん
で
戦
争
の
重
大
な
原
因
に
な
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
前
出
の
『
国
際
理
解
教
育
の
手
引
き
』
で
も
、
「
基
本
的
人
権
の
尊
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
囲
〕

こ
そ
国
際
理
解
教
育
の
基
盤
で
あ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
一
っ
の
根
拠
と
し
て
、
第
1
8
回
ユ
ネ
ス
コ
勧
告
を
挙
げ
て
い
る
。
同
勧

告
は
、
正
式
に
は
「
国
際
理
解
、
国
際
協
カ
及
び
国
際
平
和
の
た
め
の
教

育
並
び
に
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
教
育
に
関
す
る
勧
告
」
と
い
う
長
い

名
称
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
「
国
際
理
解
」
「
国
際
協
力
」
「
国
際

平
和
」
と
い
う
三
つ
の
概
念
と
「
人
権
」
及
び
「
基
本
的
自
由
」
の
尊
重

と
が
、
本
来
不
可
分
一
体
で
あ
る
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
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一
九
四
七
年
に
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
里
g
暮
昌
3
H
巨
雪
冒
ゴ
o
目

巴
o
己
Φ
曇
彗
o
ま
①
・
（
国
際
理
解
の
た
め
の
教
育
）
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
教
育
は
、
そ
れ
以
来
様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
の
教
育
の
目

的
や
本
質
に
っ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
示
さ
れ

る
と
お
り
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
時
々
の
国
内
的
、
国
際
的
諸
情
勢
を
反
映
し
て
、
こ
の
教
育
の
重
点
の

置
き
方
に
変
化
の
生
じ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
重
点
の
移

動
に
伴
な
っ
て
、
こ
の
教
育
の
名
称
に
も
変
遷
が
あ
っ
た
。

　
「
世
界
市
民
性
の
教
育
」
（
一
九
五
〇
－
一
九
五
二
）
、
「
世
界
共
同
社
会

に
生
活
す
る
た
め
の
教
育
」
（
一
九
五
＝
丁
一
九
五
四
）
、
「
国
際
理
解
及

び
国
際
協
カ
の
た
め
の
教
育
」
（
一
九
五
五
－
）
、
「
国
際
理
解
及
び
平
和

の
た
め
の
教
育
」
（
一
九
六
〇
－
）
、
「
国
際
協
カ
及
び
平
和
の
た
め
の
教

育
」
（
一
九
六
〇
－
）
と
い
っ
た
、
幾
多
の
変
遷
の
末
、
現
在
、
先
述
の

よ
う
に
「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
教
育
」
ま
で
も
含
め
た
、
長
い
名
称

が
採
ら
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い
。
国
際
理
解
教
育
の
長
年
の
実

践
活
動
の
結
果
、
国
際
理
解
教
育
の
基
盤
と
し
て
人
権
教
育
が
不
可
決
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
国
際
理
解
教
育
と
人
権
教
育
と
が
、
な
ぜ
不
可
分
一
体
で
あ
る
の
か
と

い
う
問
い
に
は
、
『
国
際
理
解
教
育
の
手
引
き
』
に
示
さ
れ
た
次
の
説
明

が
、
明
確
に
答
え
て
い
る
。

　
「
自
国
の
立
場
を
よ
く
認
識
し
、
み
ず
か
ら
の
国
家
や
国
民
、
文
化
に

対
す
る
忠
誠
心
と
愛
情
と
誇
り
を
も
つ
こ
と
は
、
同
時
に
、
他
国
の
人
々

も
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
深
い
愛
情
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
共
感
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
諸
国
民
相
互
の
国
際
理
解
の
土
台
と
な
り
得
る

　
　
　
　
、
〇
一

か
ら
で
あ
る
。
」

　
自
国
文
化
が
戦
敗
な
ど
を
契
機
と
し
て
他
国
に
よ
っ
て
躁
脳
さ
れ
、
他

国
の
言
語
、
宗
教
、
慣
習
、
風
俗
な
ど
を
強
制
さ
れ
る
時
の
屈
辱
と
精
神

的
苦
痛
を
体
験
的
に
知
っ
て
い
る
人
や
、
あ
る
い
は
、
追
体
験
的
に
知
っ

て
い
る
人
は
、
普
通
、
異
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日

本
人
は
明
治
の
文
明
開
化
期
に
、
西
洋
の
技
術
や
学
問
の
成
果
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
「
和
魂
洋
才
」
と
い
っ
て
、
日
本
人
と
し
て
の
プ

ラ
イ
ド
を
持
ち
続
け
、
伝
統
的
な
日
本
の
精
神
文
化
に
強
い
愛
着
を
示
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
我
々
は
、
技
術
や
学
問
の
水
準
の
高
低
を
も
っ

て
、
精
神
生
活
が
豊
か
で
あ
る
と
か
貧
し
い
と
か
判
断
す
べ
き
で
は
な
い

し
、
精
神
文
化
の
優
劣
を
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
　
3
．
文
化
の
個
性
－
和
辻
の
風
土
論
－

　
人
間
は
、
自
国
の
技
術
や
学
問
の
水
準
が
、
他
国
の
水
準
よ
り
低
い
こ

と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
は
、
自
国
の
伝
統
的
精
神

文
化
を
他
国
の
そ
れ
に
置
き
換
え
よ
う
と
は
考
え
ず
、
む
し
ろ
、
自
国
の

精
神
文
化
に
愛
着
を
示
す
こ
と
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
特
に
制
度
的
文

化
に
っ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
よ
く
当
て
は
ま
り
、
簡
単
に
は
変
容
し
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
和
辻
哲
郎
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
風
土
的
条
件
が
文

化
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
、
特
に
風
土
的
に
規
定
さ
れ
た
生
業
が
更
に

制
度
的
文
化
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
っ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
充
分
に
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
大
ざ
っ

ぱ
に
言
え
ば
、
農
業
の
た
め
に
家
族
や
隣
人
同
士
が
協
カ
し
合
わ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
土
地
に
お
け
る
制
度
的
文
化
と
、
遊
牧
で
生
き
る
た
め
に
オ

ア
シ
ス
を
め
ぐ
っ
て
常
に
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
に
お
け
る
制
度

的
文
化
と
は
、
自
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
互
い
に

交
換
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
風
土
的
条
件
や
生
業
が
異
な
れ
ば
、
制
度
的
文
化
も
異
な
る
の
が
当
然

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
特
定
の
制
度
的
文
化
を
風
土
的
条
件
や
生
業

の
異
な
る
他
地
域
の
住
民
に
強
制
す
る
こ
と
を
し
な
く
な
る
時
、
各
文
化

の
固
有
性
（
個
性
）
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
異
文
化
の
尊
重
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
異
文
化
の
尊
重
と
そ
れ
に
由
来
す
る
異

文
化
へ
の
寛
容
の
態
度
と
は
、
異
文
化
を
担
う
人
々
の
人
権
を
考
え
る
こ

と
と
、
風
土
的
条
件
や
生
業
を
異
に
す
る
民
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文

化
を
持
つ
こ
と
が
当
然
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　
文
化
の
価
値
に
関
わ
る
議
論
は
、
文
化
人
類
学
の
領
域
で
し
ば
し
ば
な

さ
れ
る
。
か
つ
て
は
西
洋
文
化
に
最
高
の
価
値
を
置
き
、
他
の
文
化
を
、

西
洋
文
化
に
到
達
す
る
前
段
階
に
位
置
づ
け
る
、
「
単
系
進
化
」
の
考
え

方
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
タ
イ
ラ
ー
や
フ
レ
ー
ザ

ー
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ル
ガ
ー
ン
な
ど
が
こ
の
立
場
を
代
表
す
る
人
類
学
者
で

あ
る
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
で
学
者
の
間
に
非
西
洋
文
化
尊
重
の

精
神
が
高
ま
り
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
お
け
る
対
イ
ン
デ
ィ
ァ
ン
政

策
に
転
換
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
伝
統
を
尊
重
し
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
文
明
を
与
え
る
際
に
も
、
彼
ら
自
身
の
自
由
意
志
に
任

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
頃
か
ら
「
文
化
的
相
対
主
義
」
が
広
く
普
及
し
始
め
、
か
つ
て
の

「
単
系
進
化
主
義
」
は
文
化
人
類
学
の
主
流
を
は
ず
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
が
、
一
九
五
五
年
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
「
多
系
進
化
」
の
考
え
方
を
主

張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
個
別
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
進
化
は
認
め
る
が
、

特
定
の
文
化
に
最
高
の
価
値
を
置
い
た
り
、
あ
る
文
化
を
他
の
文
化
の
前

段
階
に
位
置
づ
け
た
り
は
し
な
い
立
場
で
あ
る
。

　
ま
た
、
祖
父
江
孝
男
氏
は
、
文
化
人
類
学
の
趨
勢
と
し
て
、
「
よ
そ
の

文
化
の
な
か
に
あ
る
慣
習
を
自
文
化
の
規
準
に
よ
っ
て
の
み
安
易
に
評
価

し
批
判
す
る
こ
と
が
不
当
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
現
在
で
も
結
論
は
ま

っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
そ
う
か
と
言
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
慣

習
は
そ
の
ま
ま
す
べ
て
評
価
を
加
え
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
み
か
た
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
〕

だ
い
に
否
定
さ
れ
っ
っ
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
文
化
人
類
学
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
の
文
化
の
価
値
に
関
わ
る
議
論
は
、

異
文
化
間
理
解
教
育
の
研
究
に
多
く
の
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
更
に
調
べ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ω
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、
『
ユ
ネ
ス
コ
3
0
の
質
問
』
、
一
九
七
〇

　
年
、
六
頁
。

②
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
、
『
ユ
ネ
ス
コ
新
聞
』
、
一
九
八
二
年
一

　
〇
月
一
日
号
。
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③
ω
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
、
『
ユ
ニ
セ
フ
ニ
ュ
ー
ス
』
、
一
九
八
二
年

　
二
月
二
〇
号
。

⑤
、
永
井
滋
郎
、
『
国
際
理
解
教
育
論
』
、
　
広
島
大
学
平
和
科
学
研
究

　
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
○
年
、
三
〇
頁
。

⑤
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
編
、
『
国
際
理
解
教
育
の
手
引
き
』
、

　
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
二
年
、
十
二
頁
。

m
、
同
右
。

⑧
、
同
右
。

⑨
、
同
右
、
十
三
頁
。

ω
、
祖
父
江
孝
男
編
著
、
『
文
化
人
類
学
』
、
旺
文
社
、
一
九
八
一
年
、

　
二
二
七
頁
。
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